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日本トランスオーシャン航空乗員組合 

 

争議権は、継続中 

日本トランスオーシャン乗員組合（以下 JTA 乗組）は、以下の会社回答を

評価して、全ての闘争指令を解除することを１２月７日午前 4 時に全会一致

で決議しました。 
 
 
・JTA乗組がこの要求を出すに至った背景を理解し、今後は組織運営上の 問
題も含め謙虚に見直し、必要な改善に真摯に取り組んでいく旨を社長が表

明したこと。 
 
・勤務緩和について今後の方向性と、必要乗務員確保までの具体的内容に共

通認識がとれたこと。  
 
・労使で乗務員のマンニング不足に共通認識が図れ、今後の養成プランに見

通しが立ったこと。  
 
・これまで曖昧であった特別運航乗務員の取り扱いに一定の方向性が出せた

こと。  
 

JTA 乗組としてはこれまでの経緯から、以上内容を争議権は残したままで

見守っていくこととし、早期に会社対応の誠実さが確認できれば争議権を下

ろしたいと考えています。 

 

日乗連としては、今後も、JTA 乗員組合の運動を支援してまいります。 
 


